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深
夜
、一
人
、

テ
レ
ビ
に
目
を

凝
ら
し
一
喜
一

憂

し

た

サ

ッ

カ
ー
Ｗ
Ｃ
も
終
わ
っ
た
。
Ｗ
Ｃ

で
の
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
と
制
限
の
多

か
っ
た
こ
の
３
年
間
の
鬱
積
を

吹
き
飛
ば
し
、
多
く
の
人
々
に

開
放
感
を
与
え
、
束
の
間
、
ハ
ッ

ピ
ー
に
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
そ
の
一
方
、
Ｗ
Ｃ
期
間
中
に

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
に
固
執
し
続
け
て

い
た
中
国
が
一
転
し
て
緩
和
策

に
舵
を
切
り
換
え
た
。
周
知
の

通
り
、
世
界
各
国
と
異
な
り
中

国
だ
け
は
ゼ
ロ
政
策
を
続
け
、

国
民
に
厳
し
い
制
限
を
強
い
て

い
た
。
そ
れ
は
、
今
回
の
Ｗ
Ｃ

テ
レ
ビ
放
映
で
は
、
世
界
の
状

況
を
国
民
に
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
マ
ス
ク
無
し
で
応
援
す
る

観
客
の
姿
が
映
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
し
て
い
た
ほ
ど
に
だ
。

　
こ
の
余
り
に
も
厳
し
い
隔
離

政
策
で
蓄
積
さ
れ
た
不
満
が
一

気
に
爆
発
し
国
内
各
地
で
一
斉

に
反
対
デ
モ
が
起
き
て
い
る
。

デ
モ
の
一
部
で
は
共
産
党
打
倒
、

習
近
平
打
倒
を
叫
ぶ
群
衆
も
出

て
来
る
な
ど
、
建
国
以
来
、
決

し
て
目
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
現
象
が
起
き
て
い
る
。

　
さ
す
が
に
危
機
感
を
募
ら
せ

た
の
か
、
習
近
平
も
こ
れ
以
上

の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
の
継
続
は
危
険

と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
多
分
、

こ
の
方
針
転
換
で
国
民
の
不
満

は
収
ま
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
国

民
が
自
ら
の
力
で
共
産
党
政
権

か
ら
譲
歩
を
勝
ち
取
っ
た
こ
の

経
験
は
大
き
い
。
半
面
、
天
安

門
事
件
を
知
る
世
代
の
人
間
と

し
て
は
、
そ
の
再
来
だ
け
は
回

避
す
る
知
恵
を
発
揮
し
て
欲
し

い
と
切
に
願
う
。

2月16日（木）　18時30分頃より
新型コロナウイルス感染拡大状況、天候により中止も
ありますので、商協QRコードで確認してください。

毎月第３木曜日は

　
11
月
12
日
土
曜
日
　
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
運
動
会
日

和
で
今
宿
小
学
校
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
場
に
出
て
く
る
の
は
２

学
年
ず
つ
で
、
３
回
に
わ
か
れ

て
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
競
技
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
各
学
年
が
交
互
に
２
種
目
を

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

福
岡
マ
ラ
ソ
ン
が
３
年
ぶ
り
に

11
月
13
日
に
行
わ
れ
、
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
福
岡
マ
ラ
ソ
ン
の
申
し
込
み

の
申
請
時
間
を
４
時
間
30
分
に

し
ま
し
た
の
で
、
10
㎞
程
の
ラ

行
い
、
交
代
が
進
ん
で
い
き
ま

す
が
、
ど
の
学
年
で
も
子
ど
も

た
ち
が
練
習
を
が
ん
ば
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
ぴ
っ
た
り
と
息
の

合
っ
た
演
技
は
と
て
も
綺
麗
で

し
た
し
、
徒
競
走
に
な
る
と
心

機
一
転
鋭
い
目
線
で
競
い
合
う

様
子
に
は
興
奮
し
て
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
年
の
運
動
会
は
赤
組
の
勝

利
と
な
り
ま
し
た
。
勝
敗
が
決

ま
ら
な
い
接
戦
の
中
、
演
技
も

徒
競
走
も
最
後
ま
で
集
中
し
て

頑
張
る
上
級
生
の
姿
は
、
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
に
し
っ
か
り

と
残
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
は
、
密
回
避
で
始
ま
っ

た
３
部
制
も
会
場
で
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
に
目
が
届
き
や
す

く
な
っ
た
り
、
休
憩
中
は
屋
内

に
居
ら
れ
る
こ
と
、
観
覧
す
る

保
護
者
の
人
数
が
分
散
す
る
こ

と
で
み
ん
な
が
観
覧
し
や
す
く

な
っ
た
り
、
校
外
の
交
通
問
題

が
改
善
す
る
な
ど
副
次
的
な
効

果
も
見
ら
れ
運
動
会
の
継
続
し

た
開
催
の
た
め
に
良
い
結
果
を

も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

ン
ニ
ン
グ
に
加
え
、
ひ
と
月
前

に
は
、
30
㎞
程
の
距
離
を
３
時

間
過
ぎ
の
時
間
で
２
回
走
っ
て

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
福
岡
マ
ラ
ソ
ン
当
日
の
天
候

は
、
雨
の
予
報
が
外
れ
、
晴
れ

で
少
し
暑
い
天
気
で
し
た
。
天

神
を
８
時
20
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、

今
宿
・
玄
洋
か
ら
元
岡
校
区
で

は
多
く
の
知
り
合
い
の
方
の
声

掛
け
に
手
を
振
り
な
が
ら
順
調

に
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
25
㎞
の
今
津

運
動
公
園
を
越
え
る
頃

か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
、
太

も
も
そ
し
て
股
関
節
の

筋
肉
が
ピ
リ
ピ
リ
と
つ

り
始
め
ま
し
た
。
走
る

の
を
止
め
て
筋
肉
を
伸

ば
し
た
り
、
エ
ア
ー
ス

プ
レ
ー
を
掛
け
た
り
も

し
ま
し
た
。
給
水
所
で

は
必
ず
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と

水
は
飲
ん
で
い
た
の
に
。
思
っ

た
よ
り
気
温
が
高
く
、
水
分
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
不
足
に
な
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
後

の
３
㎞
は
、
何
と
か
足
の
つ
り

も
な
く
、
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
タ
イ
ム
は
４
時
間
44
分
47
秒

で
し
た
が
、
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
、
完
走
で
き
、
時
間
も
４
合

わ
せ
７
（
し
あ
わ
せ
な
）
時
間

の
福
岡
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２
で 

し
た
。

▲ 赤組優勝トロフィ授与！！

▲ 玄洋校区応援団に手を振る

　
令
和
５
年
の
新
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

癸み
ず
の
と

卯う

、
う
さ
ぎ
年
で
す
。
今

年
こ
そ
は
飛
び
跳
ね
る
う
さ
ぎ

の
よ
う
に
飛
躍
す
る
年
に
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。
今
年
も
今

宿
・
玄
洋
校
区
の
神
社
で
は
皆

様
の
初
詣
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
マ
ス
ク
着
用
で
、
密
を
避
け

て
家
内
安
全
、
無
病
息
災
、
家

族
の
平
和
を
御
祈
願
く
だ
さ
い
。

熊
野
神
社
（
横
浜
）
①

　
元
旦
は
午
前
５
時
よ
り
参
道

に
灯
篭
が
と
も
り
、
神
社
で
は

迎
え
火
が
焚
か
れ
、
お
神
酒
、

福
笹
、
紅
白
福
餅
が
振
舞
わ
れ

ま
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
７
時

30
分
頃
に
今
山
東
展
望
台
よ
り

長
垂
山
か
ら
登
る
初
日
の
出
を

拝
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

横
町
祗
園
神
社
（
横
町
）
③

　
大
晦
日
の
午
後
11
時
30
分
よ

り
元
日
午
前
０
時
30
分
頃
ま
で

境
内
で
迎
え
火
が
焚
か
れ
、
お

神
酒
と
か
っ
ぽ
酒
が
振
舞
わ
れ

ま
す
。
正
月
３
が
日
に
は
福
笹

が
配
ら
れ
ま
す
。

二
宮
神
社
（
西
松
原
）
⑤

　
元
日
午
前
０
時
よ
り
お
参
り

の
皆
様
に
お
神
酒
、
福
笹
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
日
の
「
子

ど
も
玉
せ
せ
り
」
は
、
代
表
者

に
よ
る
神
事
の
み
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

上
町
天
満
宮
（
上
町
）
⑥

　
７
日
、
午
後
６
時
30
分
よ
り

福
岡
市
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
伝
統
行
事
の
「
鬼
す
べ
・

鷽
替
え
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

埴
安
神
社
（
谷
）
⑦

　
３
日
午
前
８
時
よ
り
新
年
祭

神
事
を
行
い
ま
す
。

八
雲
神
社
（
青
木
）
⑧

　
元
日
12
時
よ
り
神
事
は
あ
り

ま
す
が
、
福
岡
市
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
「
今
宿
青
木
獅

子
舞
」
の
奉
納
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

叶
嶽
神
社
（
上
ノ
原
）
⑨

　
元
日
午
前
６
時
よ
り
お
神
酒

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

か
ら
は
ご
朱
印
が
あ
り
ま
す
。

　
４
日
の
大
祭
は
紅
白
福
餅
が

配
ら
れ
ま
す
。
山
頂
本
殿
で
は

９
時
・
10
時
・
11
時
よ
り
ご
講

話
が
あ
り
、
13
時
か
ら
は
遥
拝

所
で
行
わ
れ
ま
す
。

▲
  

初
日
の
出
（
２
０
２
２
）
今
山
展
望
台
よ
り

初
詣
は
地
元
の
神
社
で

初
詣
は
地
元
の
神
社
で

　
　
地
元
神
社
の
年
始
行
事
案
内

　
　
地
元
神
社
の
年
始
行
事
案
内

183名増の26,073名
　令和４年11月現在の玄洋校区、今宿校区の
合計人口は183名増の26,073名、世帯数は
282世帯増の11,846世帯となりました。

今宿地区町内別所帯数及び人口� （令和４年 11 月現在）

令和４年 11 月 令和３年 11 月 対前年比
所帯数 人口 所帯数 人口 所帯数 人口

横 町 598 1,271 581 1,286 17 △ 15
上 町 927 2,039 898 1,996 29 43
西 松 原 １ 592 1,171 573 1,152 19 19
西 松 原 ２ 154 299 166 327 △ 12 △ 28
今 宿 市 住 130 266 133 274 △ 3 △ 8
横 浜 674 1,548 654 1,503 20 45
美 浜 571 1,292 565 1,283 6 9
横 浜 南 518 1,154 506 1,171 12 △ 17
西 浜 117 215 115 214 2 1
横 浜 西 907 2,047 887 2,072 20 △ 25
玄 洋 校 区 計 5,188 11,302 5,078 11,278 110 24
上 ノ 原 440 897 445 920 △ 5 △ 23

谷 2,140 5,211 2,120 5,188 20 23
青 木 1,209 2,641 1,168 2,574 41 67
青 木 市 住 82 156 84 163 △ 2 △ 7
東 ２ 丁 目 940 2,163 929 2,194 11 △ 31
東 町 567 1,337 540 1,294 27 43
長 垂 458 923 451 922 7 1
駅 前 １ 丁 目 822 1,443 749 1,357 73 86
今 宿 校 区 計 6,658 14,771 6,486 14,612 172 159
玄 洋 今 宿 計 11,846 26,073 11,564 25,890 282 183
今 津 1,389 2,984 1,360 2,928 29 56
周 船 寺 5,655 11,602 5,475 11,464 180 138
元 岡 6,515 13,009 5,890 12,465 625 544
北 崎 915 2,057 909 2,096 6 △ 39
西 都 5,222 11,422 4,993 11,115 229 307
西 部 ７ 校 区 計 31,542 67,147 30,191 65,958 1,351 1,189

初
詣
は
地
元
の
神
社
で

　
　
地
元
神
社
の
年
始
行
事
案
内



作
の
熱
量
に
圧
倒

さ
れ
つ
つ
も
、
作

業
を
手
伝
う
う
ち

に
技
術
が
身
に
つ

き
ま
し
た
。
そ
の

後
海
洋
土
木
会
社

に
就
職
し
た
建
さ

ん
に
転
機
が
訪
れ

た
の
は
平
成
11
年

の
事
で
し
た
。
青

森
の
航
空
史
料
館

に
展
示
す
る
機
体
「
航
研
機
」

の
復
元
作
業
を
手
伝
っ
て
欲
し

い
と
の
声
が
掛
か
っ
た
の
で
す
。

機
体
を
全
て
金
属
や
カ
ー
ボ
ン

で
作
る
の
が
主
流
の
現
代
に
お

い
て
、
航
研
機
の
特
徴
で
あ
る

布
張
り
の
翼
を
復
元
で
き
る
人

は
建
さ
ん
し
か
お
ら
ず
、
白
羽

の
矢
が
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
退
職
後
は
様
々
な
名

機
の
復
元
作
業
に
専
念
し
ま
す
。

作
業
場
に
は
空
に
魅
せ
ら
れ
た

男
た
ち
が
集
い
、
平
成
15
年
に

は
人
類
初
の
動
力
飛
行
に
成
功

し
た
ラ
イ
ト
兄
弟
の
「
ラ
イ
ト

フ
ラ
イ
ヤ
ー
号
」
を
復
元
さ
せ

ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
建
さ
ん
は
子
ど

も
達
に
飛
行
機
の
奥
深
さ
を
伝

え
る
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
今
夏
福
岡
市
科
学
館
で
開

催
さ
れ
た
「
ヒ
コ
ー
キ
展
」
で

は
、
主
翼
の
リ
ブ
と
い
う
部
品

を
子
ど
も
達
と
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
、
３
ヶ
月
に
渡
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。「
ド
ロ
ー
ン

や
電
動
飛
行
機
な
ど
空
の
乗
り

物
は
多
様
化
す
る
一
方
、
日
本

で
航
空
技
術
者
が
活
躍
で
き
る

受
け
継
が
れ
た
空
へ
の
夢

　
前
田
建
一
氏
の
息
子
：
建
さ

ん
は
昭
和
15
年
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
少
年
時
代
の
父
が
飛
行
機

に
自
ら
の
夢
を
託
し
た
の
と
は

対
照
的
に
、
幼
い
頃
の
建
さ
ん

に
と
っ
て
飛
行
機
は
戦
争
の
道

具
で
し
た
。
昭
和
20
年
の
福
岡

大
空
襲
の
時
に
、
戦
火
の
中
で

見
上
げ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
Ｂ

－

29
の
姿
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て

い
る
と
言
い
ま
す
。
程
な
く
し

て
終
戦
を
迎
え
ま
す
が
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
よ
り
航
空
機
の
研
究
や
製
造

を
禁
止
さ
れ
る
「
航
空
禁
止
令
」

が
下
さ
れ
、
父
の
工
場
の
機
体

や
設
計
図
は
全
て
焼
き
払
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
夜
明
け
は
昭
和
26
年
に
訪
れ

ま
す
。
父
は
航
空
禁
止
令
解
除

と
同
時
に
、
九
大
航
空
学
科
の

教
授
と
な
っ
た
佐
藤
先
生
と
西

日
本
航
空
協
会
を
設
立
し
、
グ

ラ
イ
ダ
ー
製
作
を
再
開
し
ま
し

た
。
建
さ
ん
は
父
の
航
空
機
製

竪
たて
　晃
こう
生
せい
ちゃん（１才０ヵ月）

直
なお

也
や

・麻
ま

希
き

さんご夫妻の
お子さん� （横浜）

☆１才になりました。これからも沢
山食べて元気にすくすく育って
ね。

谷
たに

口
ぐち

　瑛
えい

音
と

ちゃん（１才０ヵ月）

健
けん

二
じ

・亜
あ

美
み

さんご夫妻の
お子さん� （谷）

☆いつも笑顔で毎日たくさんの幸せを
ありがとう☆いっぱいたべて遊んで
元気に健やかに育ちますように＾＾

　
令
和
４
年
12
月
１
日
、
全
国

で
３
年
毎
に
一
斉
に
行
わ
れ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
新
し
い
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
は
各

町
内
で
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

を
対
象
に
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
幅
広
い
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
宿
校
区
と
玄
洋
校
区
の
民

生
委
員
会
を
合
わ
せ
て
西
区
第

５
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

と
し
、
両
校
区
の
民
生
委
員
会

は
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
員
は
玄
洋
校
区
が
横
浜
南

町
内
に
１
名
増
員
さ
れ
て
17
名
、

今
宿
校
区
が
18
名
で
計
35
名
で

す
。
今
回
は
今
宿
校
区
で
１
名

の
欠
員
が
出
ま
し
た
の
で
34
名

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

※
民
生
委
員
の
中
で
、
児
童
を

専
門
的
に
担
当
す
る
指
名
を
受

け
て
い
る
の
が
主
任
児
童
委
員

で
す
。

　
第
五
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
役
員
名

会
　
長 

金
ヶ
江
　
ヤ
エ
子

副
会
長 

田
　
中
　
佳
　
子

会
　
計 

肥
　
村
　
智
　
美

今
宿
校
区
幹
事 

稲
　
月
　
晶
　
子

玄
洋
校
区
幹
事 

平
　
井
　
邦
　
治

(

顔
写
真
と
担
当
区
域
参
照)

栗田　光治
（谷）

橋口　　浩
（谷）

中野てつ子
（長垂西）

池山　美貴
（横町西）

鶴田　典子
（横浜南）

桑鶴　由美
（横浜西）

松﨑　浩美
（主任児童委員）

宮本　和浩
（青木）

松原久美子
（上ノ原北）

山本　安伸
（上町）

田中　一利
（谷）

稲月　晶子
（主任児童委員）

横溝　千恵
（西一）

池松　博子
（横浜）

田中　晶子
（横浜西）

松本まり子
（横浜）

三角　祐一
（美浜東・西浜）

柴原ゆかり
（美浜南）

朝長　照代
（東町・広石）

田中　佳子
（上町）

西　美代子
（谷）

竹田喜久代
（上ノ原南）

野田　和代
（西二）

平井　邦治
（美浜北）

肥村　智美
（東町）

鬼木　冷子
（長垂東）

新田　　誠
（今宿市住）

横山　弘幸
（横町東）

松本美穂子
（横浜南）

金ヶ江ヤエ子
（東２西）

岩田すずよ
（東二東）

笠　由美子
（青木）

大石　幸美
（駅前東）

板屋　純子
（駅前西）

▲ リブを持つ前田建さん（82）

場
面
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
の

が
現
状
で
す
。
空
に
夢
を
抱
き
、

飛
行
機
を
自
分
の
手
で
作
り
た

い
と
思
う
若
者
が
増
え
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
語
り

ま
す
。

　
前
田
さ
ん
親
子
が
二
代
に

渡
っ
て
撒
い
た
種
が
、
空
を
目

指
す
子
ど
も
達
の
夢
を
後
押
し

し
、
い
つ
の
日
か
彼
ら
の
作
っ

た
飛
行
機
が
大
空
を
舞
う
日
が

来
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
今
宿
タ
イ
ム
ズ
で
は
地
域
の
皆
様
の
投
稿
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
載
せ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

投
稿
の
お
願
い
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第
10
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

　
福
岡
市
西
区
、
糸
島
市
の
中

学
生
で
構
成
す
る
硬
式
野
球
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、
ヤ
ン
グ
西
福

岡
メ
ッ
ツ
は
８
月
27
日
（
土
）

か
ら
29
日
（
月
）
ま
で
岡
山
県

真
庭
市
真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ

ア
ム
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
行

わ
れ
た
第
10
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
に
於
い
て
全

国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

16
チ
ー
ム
に
よ
る
大
会
で
初
優

勝
を
成
し
遂
げ
、
優
勝
旗
を
初

め
て
九
州
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
選
手
に
は
、
玄
洋
中

学
２
年
生
の
田
中
光
志
朗
主
将

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
尚
、
今
宿
地
区
内
の
選
手
は

２
年
生
主
将
の
田
中
光
志
朗
君
、

出
田
晟
士
君
、
谷
口
颯
君
、
山

下
獅
道
君
、
武
内
優
真
君
（
以

上
５
名
玄
洋
中
・
玄
洋
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
出
身
）
森
内
寛
仁
（
元

岡
中
・
玄
洋
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

出
身
）
の
６
名
と
、
１
年
生
の

満
岡
駿
介
君
（
元
岡
中
・
玄
洋

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
出
身
）
田
上

新
君
、
大
森
優
吾
君
（
以
上
２

名
玄
洋
中
・
玄
洋
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
出
身
）
石
井
豊
君
（
玄
洋

中
・
今
宿
ビ
ガ
ー
ズ
出
身
）
原

田
琥
太
郎
君
、
古
澤
昊
大
君
（
以

上
２
名
玄
洋
中
・
今
宿
ジ
ュ
ニ

ア
出
身
）
の
６
名
の
12
名
が
登

録
選
手
。
３
年
生
３
名
を
含
め

る
と
15
名
の
選
手
が
今
宿
地
区

在
住
で
す
。

１
〜
３
年
生
は
１
周
７
５
０

メ
ー
ト
ル
を
、
４
〜
６
年
生
は

２
周
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
男

女
に
分
か
れ
て
走
り
ま
す
。
開

始
前
に
は
少
し
雨
に
降
ら
れ
ま

し
た
が
、
始
ま
る
頃
に
は
だ
ん

だ
ん
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
今
宿
小
学
校
の
先
生
方

の
合
図
で
、
１
年
生
女
子
か
ら

順
に
６
年
生
ま
で
が
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。
自
分

な
り
の
力
を
出
し
切
っ
て
最
後

ま
で
諦
め
な
い
で
走
り
き
る
こ

と
を
目
標
に
、
み
ん
な
一
生
懸

命
に
走
り
ま
し
た
。
途
中
で
は

苦
し
そ
う
に
し
て
い
て
も
ゴ
ー

ル
近
く
で
最
後
の
力
を
振
り
絞

　
玄
洋
校
区
男
女
共
同

参
画
を
す
す
め
る
会
で

は
、
12
月
３
日
、
吉
武

ゆ
か
り
さ
ん
（
一
般
財

団
法
人
ウ
ェ
ル
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
Ｌ
ａ
ｂ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
を

講
師
に
お
招
き
し
『
終

活
講
座
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

「
終
活
っ
て
何
か
ら
す

事
の
説
明
の
後
、
作
業

場
を
訪
れ
ま
し
た
。
聴

覚
・
言
語
障
が
い
者
の

皆
さ
ま
が
、
自
身
の
能

力
を
活
か
し
た
縫
製
作

業
、
木
工
作
業
他
箱
折

な
ど
の
軽
作
業
の
様
子

を
見
学
し
ま
し
た
が
、

出
来
上
が
っ
た
製
品
は

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
作
業
中
の
利
用
者

の
方
と
教
え
て
頂
い
た
簡
単
な

手
話
で
対
話
し
た
り
し
て
、
予

定
時
間
を
20
分
も
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
今
津
の
「
子
ど

も
の
村
福
岡
」
は
２
０
１
０
年

設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、

現
在
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
子
ど
も
の
村

の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
入
れ
替
え
て

３
回
（
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
）

に
分
け
て
散
策
、
現
地
で
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
か
ら
そ
の
史

跡
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
塚
古
墳
で
は
古
墳
に
つ
い

て
学
び
、
被
葬
者
に
思
い
を
は

せ
、
唐
津
街
道
で
は
江
戸
時
代

か
ら
残
さ
れ
て
い
る
馬
つ
な
ぎ

石
や
道
標
に
当
時
を
し
の
び
、

　
私
の
大
切
な
も
の
は
、
図
工

の
じ
ゅ
業
で
絵
を
書
い
た
り
、

工
作
し
た
作
品
で
す
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
私
は
、
工

作
が
苦
手
だ
か
ら
で
す
。

　
図
工
の
時
間
に
お
わ
ら
せ
る

こ
と
や
色
を
き
れ
い
に
ぬ
っ
た

り
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
一

番
苦
手
な
の
は
絵
の
具
で
す
。

　
理
由
は
は
み
だ
し
た
り
ほ
か

の
色
と
ま
ざ
っ
て
へ
ん
な
色
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
ぼ
く
の
大
切
な
物
は
、
ど
っ

ち
が
強
い
と
い
う
本
で
す
。
た

と
え
ば
、
も
し
も
ト
ラ
と
ラ
イ

オ
ン
は
出
会
わ
な
い
動
物
な
の

で
そ
れ
を
じ
っ
さ
い
に
対
決
し

て
強
い
ほ
う
を
決
め
る

内
容
で
す
。
今
は
23
冊

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
い

に
ち
１
回
は
何
冊
か
よ

ん
で
い
ま
す
。
な
ぜ
ぼ

く
が
こ
ん
な
に
よ
ん
で

　
で
も
じ
ゅ
業
で
絵
が
う
ま
く

書
け
た
り
き
れ
い
に
色
が
ぬ
れ

る
と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
だ
か
ら
私
は
自
分
が
が
ん

ば
っ
て
作
っ
た
作
品
が
と
て
も

た
い
せ
つ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
じ
ょ

う
ず
に
絵
を
書
い
た
り
色
が
ぬ

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

い
る
か
と
い
う
と
、
ぼ
く
は
ど

う
ぶ
つ
が
す
き
で
ど
う
ぶ
つ
の

は
か
士
に
な
り
た
い
か
ら
で
す
。

ぼ
く
は
元
々
海
の
生
物
に
つ
い

て
し
り
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど

や
っ
ぱ
ど
っ
ち
が
つ
よ
い
が
い

い
と
思
っ
て
ど
っ
ち
が
つ
よ
い

に
決
め
ま
し
た
。
ぼ
く
の
ゆ
め

は
全
冊
と
っ
て
動
物
の
は
か
士

に
な
り
た
い
で
す
。
だ
か
ら
こ

の
本
は
ぼ
く
に
と
っ
て
大
切
な

物
で
す
。

る
子
ど
も
た
ち
に
、「
が
ん
ば
れ
」

「
あ
と
少
し
」
と
保
護
者
の
方
々

の
応
援
の
声
や
拍
手
が
湧
い
て

い
ま
し
た
。
自
分
の
番
で
な
い

時
に
は
、
お
互
い
に
応
援
し
、

頑
張
り
を
讃
え
合
う
子
ど
も
た

ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
方
は
是
非
、
区
役
所
な
ど

に
置
い
て
あ
る
『
マ
イ
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
』
を
手
に
と
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
何
か

の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、
病

気
の
時
は
告
知
し
て
ほ
し
い
か
、

延
命
治
療
の
希
望
の
有
無
、
葬

儀
は
ど
う
や
っ
て
ほ
し
い
か
な

長
垂
海
岸
の
松
林
で
は
７
５
０

年
前
に
起
き
た
「
元
寇
」
の
た

め
築
造
さ
れ
た
防
塁
の

跡
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
入
っ
て
の
開

催
で
寒
さ
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の

開
催
日
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
暖
か
い
日
と
な
り

ま
し
た
。
生
活
し
て
い

る
こ
の
町
に
様
々
な
歴

史
や
そ
れ
に
伴
う
史
跡

が
あ
る
事
を
知
り
、
子

ど
も
達
は
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
今
宿
校
区
子
ど
も
会
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
11
月
19
日
土
曜
日

に
長
垂
海
浜
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
種
目
は
マ
ラ
ソ
ン
で
、

参
加
し
た
の
は
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
１
３
３
人
で
す
。

　
玄
洋
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
11
月
29
日
に
元
岡
の
障
が

い
者
支
援
施
設
の
「
工
芸
会
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
」
と
今
津
に
あ
る

「
子
ど
も
の
村
福
岡
」
を
訪
れ

て
、「
と
も
に
生
き
る
地
域
社
会
」

の
一
助
と
な
る
た
め
の
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
「
工
芸
会
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
」
で
は
体
育
館
で

事
業
内
容
や
利
用
者
の
方
の
仕

　
玄
洋
小
学
校
で
は
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
中
で
地
域
の
歴

史
を
学
ぶ
時
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
年
も
玄
洋
小
学
校
５

年
生
が
玄
洋
校
区
歴
史
の
会
の

メ
ン
バ
ー
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
に
今
宿
地
区
の
史
跡
を

巡
り
ま
し
た
。

　
４
ク
ラ
ス
１
３
４
名
を
①
元

寇
防
塁
コ
ー
ス
、
②
大
塚
古
墳

コ
ー
ス
、
③
唐
津
街
道
コ
ー
ス

▲ 全国制覇おめでとう

▲ 松林の中にある元寇防塁で説明を受ける

▲ 「終活」について共に考える !!

▲ 工芸会ワークセンターの作業を見学

今
宿
小
学
校
３
年
生

志し

水み
ず　
結ゆ

う

太た

さ
ん
（
谷
）

玄
洋
小
学
校
３
年
生

平ひ
ら

野の　
愛あ

い

莉り

さ
ん（
西
一
）

　
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の

３
位
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー

ク
な
景
品
の
登
場
に
は
、
盛
大

な
拍
手
と
笑
い
も
起
こ
り
、
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

ど
を
自
由
に
記
入
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

ノ
ー
ト
の
項
目
が
な
か
な
か
う

ま
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
吉
武

さ
ん
曰
く
、
お
菓
子
の
空
き
箱

な
ど
で
『
た
ま
て
箱
』
を
作
っ

て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
大
切
に
し
て
い
る
も
の

の
写
真
に
日
付
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
て
入
れ
て
お
く
だ
け
で

Ｏ
Ｋ
。
通
帳
や
保
険
証
書
、
お

仏
壇
に
供
え
て
ほ
し
い
も
の
な

ど
の
メ
モ
で
も
い
い
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
箱
の
存
在
を
ど
な
た

か
に
伝
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
誰
に
で
も
訪
れ
る
最
期
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
な

り
に
人
生
を
振
り
返
る
こ
と
で

も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
を
ど
う
過

ご
し
て
い
く
の
か
に
繋
が
る
こ

と
だ
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
し
て
、
家
族

で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子

ど
も
達
や
家
族
の
た
め
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
含
め
た
里
親
・
里

子
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
研
修
は
、
見
逃
し
て

し
ま
い
が
ち
な
現
状
を
認
識
し
、

社
会
福
祉
活
動
に
活
か
す
こ
と

の
で
き
る
研
修
で
し
た
。

(3) 令和５年（2023年）１月１日第484号



(4)令和５年（2023年）1月１日 第484号

先
代
が
今
宿
に
人
形
店
を
出
し

て
い
た
当
時
の
こ
と
、
今
宿
に

わ
か
の
迫
真
の
演
技
で
盛
り
上

が
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
話
の

端
々
に
当
時
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
出
て
こ
な

い
よ
う
な
話
を
直
接
聞
け
る
豊

か
な
時
間
だ
っ
た
。
ま
だ
、
今

宿
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
頃
、

友
人
と
寒
い
中
、
気
合
を
入
れ

て
猿
田
彦
神
社
の
お
参
り
に
行

き
、
長
い
行
列
の
末
、
災
難
避

け
の
猿
面
を
手
に
入
れ
た
。
こ

の
時
、
こ
こ
で
な
い
と
手
に
入

ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ

か
ら
十
数
年
。
実
は
こ
れ
は
今

宿
人
形
で
あ
り
、
他
で
も
手
に

今
宿
人
形
に
出
会
っ
て
思
う
こ

と
、
徒
然

　
今
宿
の
昔
の
話
を
聞
く
機
会

が
あ
っ
た
。「
八
朔
祭
り
の
日
が

９
月
１
日
の
時
は
、
早
く
学
校

が
終
わ
ら
な
い
か
、
そ
わ
そ
わ

し
た
。
お
宮
に
奉
納
さ
れ
た
竹

に
吊
る
さ
れ
た
飾
り
も
の
を
早

い
者
勝
ち
で
取
っ
て
い
い
か
ら
。

め
ん
こ
や
鯛
や
天
狗
の
う
ち
わ

な
ど
が
あ
っ
た
。」
80
歳
が
、
少

年
時
代
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
語
る
。
そ
の
飾
り
も
の
を
作
っ

て
い
た
人
形
店
を
継
承
し
て
い

る
の
が
、
今
宿
節
句
人
形
「
佐

藤
家
」
人
清
の
ご
夫
婦
。「
時
流

に
抗
し
て
も
今
宿
節
句
人
形
を

後
世
に
残
せ
」
と
い
う
先
代
の

想
い
を
引
き
継
ぎ
、
今
で
は
、

江
戸
・
明
治
の
土
型
を
使
い
、

民
俗
人
形
を
継
承
・
制
作
し
て

い
る
の
は
、
福
岡
市
で
は
こ
こ

１
件
に
な
っ
た
。
今
宿
人
形
の

入
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
宿

公
民
館
で
今
宿
人
形
の
絵
付
け

体
験
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

毎
年
長
い
行
列
に
並
ん
で
手
に

入
れ
た
猿
面
を
、
自
分
の
手
で

絵
付
け
す
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と

不
思
議
な
感
じ
だ
っ
た
。
し
か

も
自
由
に
絵
付
け
し
て
よ
か
っ

た
の
で
歌
舞
伎
役
者
の
よ
う
な

派
手
な
猿
面
に
な
っ
て
楽
し

か
っ
た
。
今
宿
に
住
み
始
め
、

今
宿
の
伝
統
文
化
や
行
事
に
触

れ
、
少
し
づ
つ
今
宿
の
こ
と
が

わ
か
る
と
、
だ
ん
だ
ん
今
宿
が

故
郷
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
娘
が
大
人
に
な
っ

て
今
宿
を
離
れ
て
も
、
故
郷
と

感
じ
ら
れ
る
日
が
来
る
よ
う
に
、

折
に
触
れ
、
地
域
の
こ
と
に
誘
っ

て
い
る
。
親
が
思
う
よ
う
に
は

な
か
な
か
な
ら
な
い
と
わ
か
っ

て
い
る
つ
も
り
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ

と
期
待
し
て
い
る
。 

（
Ｓ
）

先
祖
を
思
う

若
者
達
が
休
み
返
上

蘇
ら
せ
た

過
疎
の
荒
田
に

稲
穂
の
波
が
光
る

 

井
上
　
房
子

用
水
路
の

真
鯉
た
ち

収
穫
祭
の

鯉
濃
や
鯉
の
洗
魚
に
・
・

　
（
こ
い
こ
く
　
あ
ら
い
）

知
る
由
も
な
く
元
気
に
泳
ぐ

 

杉
本
　
明
美

歩
き
慣
れ
た
い
つ
も
の
道

狭
い
空
間
で
見
る
季
節
の
移
り

緑
の
樹
木
が
落
葉
始
め

落
ち
る
木
の
葉
が
愛
お
し
い

稲
穂
も
実
り
収
穫
期
が
過
ぎ
た

 

南
　
七
七
子

芽
が
出
た
よ
〜

愛
ら
し
い
春
菊
ね

も
う
頭
の
中
収
穫
の
絵
が
！

見
て
い
た
曾
孫
の
一
言

こ
れ
ー
そ
ん
な
に
嬉
し
い
の
？

 
栗
原
ミ
ハ
ル

新
そ
ば
で
す

ど
の
店
も
掲
げ
て
る

新
そ
ば

収
穫
終
え
て

み
な
待
っ
て
ま
し
た
と

 

高
原
美
智
子

四
季
折
々
の
景
色
を
目
に

歩
く
田
圃
道

マ
ス
ク
越
し
の
鼻
腔
に

飛
び
込
む
収
穫
直
後
の

稲
藁
の
香
り

 

林
　
　
淑
子

「
お
や
す
み
な
さ
い
、

一
日
無
に
す
ん
だ
ね
」

「
明
日
、
お
は
よ
う
っ
て

言
え
る
か
な
？
」

　
「
言
え
る
さ
」

こ
れ
が
一
日
の
収
穫

 

山
中
せ
つ
子

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が

大
き
く
葉
を
広
げ
て
い
る

そ
ろ
そ
ろ
収
穫
間
近

葉
は
ひ
よ
ど
り
の
餌
に

残
し
て
お
こ
う

 

有
家
　
寛
子

り
ん
ご
狩
り
の

一
番
の
収
穫
は
　
紅
玉

小
さ
い
赤
い
す
っ
ぱ
い
り
ん
ご
を

甘
く
煮
て
　
パ
イ
に
し
た

パ
リ
パ
リ
と
口
の
中
で
弾
け
る

秋
の
音

 

宮
島
か
つ
え

　
玄
洋
公
民
館
で
は
、
今
年
、

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
を
更
新
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
写
真
撮
影

の
お
手
伝
い
で
「
茶
道
部
」
の

写
真
を
撮
る
時
に
、
釜
や
茶
わ

ん
等
と
共
に
掛
軸
と
茶
花
（
ち
ゃ

ば
な
）
の
写
真
も
撮
り
ま
し
た
。

つ
ゆ
草
や
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
な

ど
を
飾
っ
た
茶
花
で
す
が
、
床

の
間
に
飾
ら
れ
た
茶
花
で
季
節

感
や
さ
り
げ
な
さ
な
ど
「
和
の

こ
こ
ろ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
茶
花
は
、
茶
室
の
床
に
飾
る

花
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
茶
室

に
お
い
て
、
四
季
を
表
す
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
草

　
11
月
21
日
（
月
）
放
送
の
Ｔ

Ｎ
Ｃ「
記
者
の
チ
カ
ラ
」の
中
で
、

出
口
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
調
査
す

る
「
マ
イ
ニ
チ
出
口
調
査
」
で
、

「
移
住
者
急
増
中
！ 

今
大
注
目

の
エ
リ
ア
」
と
し
て
今
宿
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
今
宿
駅
前
の

「
イ
ー
コ
ム
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」
で

不
動
産
情
報
を
聞
き
、「
柴
田
酒

店
」
で
変
わ
り
ゆ
く
今
宿
の
情

　
11
月
11
日
、
福
岡
市
民
会
館

で
「
福
岡
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

福
岡
市
で
福
祉
関
連
の
活
動
者

が
一
堂
に
会
す
る
大
会
で
あ
る
。

　
11
月
27
日
（
日
）
に
地
域
貢

献
と
し
て
第
３
回
「
海
岸
清
掃
」

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
も
よ
く
気
持
ち

の
い
い
な
か
商
協
組
合
員
さ
ん

と
そ
の
ご
家
族
や
九
大
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
学
生
さ
ん
含
む
総
勢

20
名
に
て
1
時
間
ほ
ど
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。
大
き
な
ゴ
ミ

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
破
片
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
環

花
な
ど
を
材
料
と
し
て
芸
術
的
・

華
や
か
で
美
し
い
生
け
花
に
対

し
て
、
茶
花
は
茶
道
の
文
化
で
、

千
利
休
に
よ
る
「
花
は
野
に
あ

る
よ
う
に
」
と
い
う
考
え
か
ら

「
自
然
そ
の
ま
ま
、
あ
り
の
ま

ま
に
生
け
る
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
春
夏
秋
冬
を
感

じ
ら
れ
る
花
を
生
け
ま
す
。
ま

た
、
香
り
の
き
つ
い
花
や
と
げ

や
毒
の
あ
る
花
、
派
手
な
花
な

ど
使
っ
て
は
い
け
な
い
「
禁
花
」

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
掛
軸
と
ふ
す
ま
に
描
か

れ
て
い
る
同
じ
花
と
重
ね
て
も

い
け
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

な
多
く
の

ル
ー
ル
が

あ
る
た
め

に
、
茶
道

の
こ
こ
ろ

報
、「
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・
Ｓ
Ａ

Ｌ
Ｔ
」
で
絶
景
の
オ
フ
ィ
ス
を

体
感
。
今
宿
海
岸
沿
い
の
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ヒ
ッ
コ

リ
ー
」
や
「
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ハ

ウ
ス
」
で
海
を
見
な
が
ら
ラ
ン

チ
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
天
神
か
ら
20
分
」「
駅
か
ら
海

ま
で
５
分
」
と
い
う
こ
と
を
取

り
上
げ
ら
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
た
移
住
者
の
方
々
か

ら
も
「
今
宿
が
好
き
だ
！
」

の
声
も
あ
り
、
と
て
も
嬉
し

い
限
り
で
す
。
古
さ
と
新
し

さ
が
、
い
い
感
じ
に
交
じ
り

合
う
町
、
今
宿
。
先
輩
方
か

ら
言
い
継
が
れ
て
き
た
「
住

み
た
く
な
る
町
、
今
宿
」
を

次
の
世
代
に
も
！
（
Ｓ
）

こ
の
中
で
美
浜
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
が
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
を

受
賞
し
た
。

　
こ
こ
３
年
余
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
本
来
集
ま
る
事
を
主

眼
と
す
る
サ
ロ
ン
の
運
営

は
「
は
な
れ
て
も
つ
な
が

る
サ
ロ
ン
」
等
新
し
い
形

で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘

案
し
、
今
年
度
は
従
来
の

月
に
２
回
の
開
催
を
１
回

に
減
ら
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
状
況
は
か

な
り
落
ち
着
い
て
い
る

が
、
半
面
利
用
者
の
参
加
意
識

が
か
な
り
低
下
し
て
い
る
の
は

否
め
な
い
。

▲ 放送されたTVの様子

▲ 集合写真：ボランティア一同で気持ちを新たに‼

▲ 「和のこころ」を感じる茶花

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と

重
複
す
る
可
能
性
も
あ
る
今
冬

の
状
況
に
も
よ
る
が
、
こ
の
受

賞
を
今
後
の
活
動
の
励
み
と
受

け
止
め
、
新
年
度
か
ら
は
元
の

月
２
回
の
開
催
を
実
現
し
、
利

用
者
の
「
語
り
合
い
」「
学
び
合

い
」
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い

き
た
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
同

で
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
。

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
千
利
休
や
茶
道
と
聞
く
と
「
侘

び
寂
び
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
侘
び
は
、
必
要

で
な
い
も
の
を
削
ぎ
落
し
た
自

然
に
近
い
シ
ン
プ
ル
さ
。
寂
び

は
時
を
経
て
元
の
姿
が
衰
え
枯

れ
た
美
し
さ
の
こ
と
で
、「
和
の

こ
こ
ろ
」
を
感
じ
る
日
本
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
言
葉

で
す
ね
。 

（
Ｃ
・
Ｒ
）

　
　
　
　
　 

◇ 

　
　
　
　
　

　
令
和
４
年
も
終
了
間
近
。
い
ろ
い
ろ
お
世
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
一
つ
年
を
重
ね
ま
す
が
、
明
る
く
元
気
に
五
行
歌
を

届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

境
を
破
壊
す
る
も
と

に
な
る
も
の
も
多
数

見
つ
か
り
ま
し
た
。

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
釣
り
や
、
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な

ど
み
ん
な
が
利
用
す

る
場
所
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
今
宿
、
長
垂
海

岸
を
き
れ
い
に
き
れ
い
な
海
を

み
ん
な
の
協
力
の
も
と
維
持
出

来
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 ▲ 商協 海岸清掃の風景
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